
サシバエ対策をしましょう！！ 
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サシバエは秋口に多くなるイメージがありますが、その発生は春から始まってい
ます。サシバエはストレスや痛みの原因となる他、牛伝染性リンパ腫（牛白血病）な
どの感染症を媒介することでも知られています。早速対策を始めましょう。 

  

 

 

♦飛翔能力が高く（約 4ｋｍも飛べる！）、雌雄ともに針状の口で吸血し、牛及び 

人へ危害を及ぼす。 

♦牛舎近くに生息し、発生源は少し古めの糞。 

♦卵から 2 週間程度で成虫になり、その後 

２～３か月程度生きる。 

♦生涯 800 個近く産卵、繁殖性が高い。 

♦サナギは越冬する。 

 

 

 

♦サシバエが増えると、牛は立ったまま尻尾を振り回し、皮膚を震わせて痛さと 

戦わなくてはなりません。 

♦そのため、落ち着いて横になれず、反芻も出来ません。 

♦食い込みが落ちる、増体が落ちる、乳量が落ちる、発育停滞を起こす 等々 
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サシバエの特徴 

サシバエによる被害 

被害は予想以上に大きい！！ 
皆さんの牛舎を見渡してみてください 
〇牛が横になれず、立ったままではないですか？ 
〇牛が尻尾をぶんぶん振っていませんか？ 
〇牛が牛舎の隅に固まっていませんか？ 

 
すでにサシバエの被害が出始めているのかも 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策で重要なのは発生源対策と幼虫対策 

発生源対策：サシバエの住みにくい環境を作る！！ 

 ♧こまめな除糞、堆肥化 

 ♧こぼれた餌の掃除、水漏れ箇所を直す 

 

幼虫対策：移動の少ないウジのうちに対策を！！ 

 ♧昆虫成長抑制剤（IGR剤）等の散布 

   ・毎月最低 2回は散布 

   ・畜舎周辺やバーンクリーナー上、堆肥場等へ 

●●さらにとどめの成虫対策●● 
市販の粘着シートの設置 

防虫ネットの設置 

畜舎周辺の草刈り 

ご不明な点は家畜保健衛生所へ 

ご相談ください♪ 

TEL:０２３８－４３－３２１７ 

 

ご飯粒より小さく赤い 

 

細長く先が尖る 

 


